
彦根市パートナーシップ宣誓制度彦根市パートナーシップ宣誓制度

対象：次の①〜⑤全てに該当する人
①一方または双方が性的マイノリティのカップル
②一方または双方が市民
③宣誓者の方以外にパートナーや配偶者がいない
④双方の関係が近親者（直系血族、三親等内の傍系血族または
直系姻族）でない（宣誓者同士が養子縁組をしている場合を除く）
⑤双方が成年に達している

“みんな違う”を認め合えるまちへ“みんな違う”を認め合えるまちへ

● 行政サービスが受けられる！
救急搬送証明の申請、り災証明書の申請（火災）、市営住
宅への入居資格の付与、犯罪被害者遺族見舞金の受取り　

● 民間サービスが受けられる！
携帯電話の家族割引、生命保険の受取人に
なれる、住宅ローンで配偶者同様の取扱い
をしてもらえる　など

(1) 宣誓する日時を予約する

(2) パートナーシップ宣誓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※職員の面前でお二人が宣誓書に署名

(3) 市が「彦根市パートナーシップ宣誓
書受領証」などを交付　　　　　　　　　　　　　　

※詳しくは彦根市ホームページをご覧
ください。【HP 番号：17256】

パートナーシップ宣誓制度を利用したのはなぜ？

masyu さん　どんなに長い間連れ添っていても、事
故に遭った時など、死に目に会えない（家族として面会
できない）のは怖い。同性婚ができないからこそ、少
しでもできることはしておきたいと思ったんです。

maa さん　宣誓することでサービスが使えるとい
う「制度のメリット」よりも、「公的なところから

“家族に相当する”と認めてもらえる」方が大事なこ
とだと思います。

宣誓してどうでしたか？

maa さん　やってることは事務的な感じでは
あったけれど、結婚もこんなものなのかなと思
いました。異性同士でも、結婚式を挙げなけれ
ば同じように市役所に届けを出すだけですし。
でも、｢普通の人｣ がすることをやっと 1 つで
きた、という感じです。

masyu さん　2 人で受け取れるものってあまり
ないので、嬉しかったです。法律婚をしている人
に比べると、まだ同じところまではたどり着けて
いないと思うけれど、それでも今まで隠れて生き
てきた自分たちが認められた、ということは大き
いです。職場の人にもよかったね、と祝ってもら
えました。おめでとうって言ってもらえることが
幸せです。異性間の結婚なら普通に言ってもらえ
る「おめでとう」が自分達にはないので。

性的マイノリティであると気づいた
きっかけは？

masyu さん　以前お付き合いをしていた男性
と結婚も考えたのですが、何かしっくりこなく

て、一生ずっと一緒にいられるのか？と疑問を
感じたことがきっかけでした。
　私の母は「あなたを大切にしてくれる人なら
性別は問わない」という考えだったのですが、
自分のことで母に肩身の狭い思いをさせたく
ないという思いから、男性とも付き合ったけれ
ど、うまくいかなかったんです。

maa さん　小学校の低学年の頃、いとこのお
姉さんにマニキュアを塗ってもらったときに、
何か女の人みたいと思って、泣いてしまったこ
とがあります。物心ついた頃には、女性である
ことへの違和感がありました。
　あと、制服は学ランの方がいいなとは思って
いましたね。ランドセルも黒が良かったです。
恋バナも困りました。男の人に興味があるふり
をしなければならないのがしんどかったです。

＊＊＊

maa さん　男性に性別を変えないと、誰かと
一緒になれないのかと思ったこともあったけ
れど、親からもらった体に傷をつけるのは嫌で

した。masyuさんのような人もいると知った
ので、自分はこのままでいいんだな、好きな
格好をして好きなように生きられたらいいか
な、というのが今の気持ちです。
　自分は何なんだろうって悩んだ時もあった
けれど、自分は自分。男らしさ、女らしさよ
りも、「自分らしさ」。そう思えたときすごく
楽になりました。

パートナーシップ宣誓制度のしくみパートナーシップ宣誓制度のしくみ
誰ができるの？

宣誓すると、どんなことができるの？　

手続きの流れ

▼

▼

第１号となったお二人にインタビューしました！

特集 性の多様性をもっと身近に

　市では、性的マイノリティの方々の人権を尊重するため、多様な性に関する差別や偏⾒がな
くなり、社会的な理解が進むようにさまざまな取り組みを行っています。今回の特集をきっか
けに、性の多様性について、もっと身近に感じ考えてみませんか。
問人権政策課人権啓発係☎ 30-6115　FAX 24-8577【HP 番号：17256、17246】

第１号が誕生

▲ひこにゃんと記念撮影するmasyuさん（左）とmaaさん（右）

◀宣誓書受領証

▲宣誓書受領証カード

パートナーシップ宣誓制度とは
　戸籍上の性別にとらわれず、相互に協力し合いながら継
続的な共同生活を行っている、 または行うことを約束し
た二人が、市長に対して「双方が互いの人生のパートナー
であること」を宣誓し、市がそれを証明する制度です。

※この制度は婚姻制度とは異なり、法的な権利や義務の
付与を伴うものではありません。
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※次のページに続く
（Q.「どんな世の中になってほしいですか？」など）
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